
令和８年度クマ被害対策等に関する関係省庁連携会議 議事概要 

 

１．日時 

令和８年 10 月２日（金）17時 15分～17 時 55分 

 

２．場所 

環境省第１会議室（中央合同庁舎第５号館 22階） 

 

３．出席者 

別紙のとおり 

 

４．議事概要 

（１）挨拶 

笹川クマ被害対策担当大臣から、近年、クマの出没及び人身被害が増加していることを踏ま

え、総理の指示の下、関係省庁の連携を強化し、クマ被害対策を加速するため本会議を開催した

旨の挨拶があった。また、クマ被害対策ロードマップに基づく対策の着実な実施・加速と、秋の

出没増加に備えた国民への十分な注意喚起に、政府一丸となって取り組むよう発言があった。 

三ッ林クマ被害対策担当副大臣から、笹川大臣を支え、国民の安全・安心を確保するため、関

係省庁と連携してクマ被害対策の推進に全力で取り組む旨の挨拶があった。 

石原クマ被害対策担当大臣政務官から、宮城県の現地視察を踏まえ、人の生活圏とクマの生息

域とのすみ分けを進めるとともに、秋の出没増加に備え、観光面にも配慮した適切な注意喚起に

取り組む旨の挨拶があった。 

（２）令和８年度のクマの動向等 

環境省から、令和８年度のクマの出没情報数は例年より多い傾向にある一方、人身被害件数は

例年と同様の傾向で推移していること、地域によって堅果類の結実状況が異なり、群馬県、京都

府、兵庫県及び鳥取県では秋の出没に特に注意が促されていることが報告された。 

（３）関係省庁からの報告 

関係省庁から、ロードマップに基づく取組の進捗状況や、関係業界団体等への注意喚起の実施

状況等について報告があった。 

（４）笹川大臣から関係省庁の担当局長等への指示 

笹川大臣から関係省庁の担当局長等に対して、秋の出没や人身事故に備えて対策を緩めること

なく一層推進すること、特に、国民や関係団体への注意喚起に万全を期すこと、またクマ被害対

策のための十分な予算の確保を含め、計画的に取り組むよう、指示が出された。 
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別紙 


